
 

五代若松原地区 

Ⅰ 協議体の概要 

 会議名 五代若松原地区地域支えあい会議 

 設置年月日 平成３０年５月１８日 開催頻度 ６回／年 

 構成団体（◎：事務局） 

 
○ 自 治 会 連 合 会 ○ まちづくり協議会 ○ 民生委員児童委員協議会 ○ 地区社会福祉協議会 

 
○ 老人クラブ連合会  福祉協力員連絡会 ○ 健康づくり推進員会  第２層生活支援コーディネーター  

 
○ 市社会福祉協議会 ◎ 地域包括支援センター  その他（        ） 

 設置方式 

 
〇 新規設置  既存会議活用（         ）  地域ケア会議活用 

 設置要綱・会則等の有無 有 ・ 無 

 設置までの経緯 

 時期 内容 

 
平成２９年５月 

地域ケア会議（メンバー：自治会連合会，民児協，地区社協，老人クラブ，市社協等）

→ 地域包括ケアシステムの概要について共通理解を図った。 

 

平成３０年 

２月～３月 

勉強会①（参加者：民生委員，福祉協力員，単位自治会長，その他有志住民） 

→ 地域支え合いの取組についての講義を通し，地域住民に広く理解促進を図った。

勉強会②（参加者：勉強会①と同様） 

→ 助け合いをテーマとした体験ゲーム，地域課題に関するグループワークを通し，

第２層協議体の活動について理解を深めた。 

勉強会③（参加者：勉強会①②と同様） 

→ 勉強会の振り返りとともに今後の取組に向けた意見交換を行い，協議体設置に向

けて検討を進めていくことについて共通認識を図った。 

 

 
５月 

地域支えあい会議設置（メンバー：自治会連合会，地区社協，民児協，その他有志住民） 

→ 第２層協議体の進め方について検討を行い，協議体設置について合意形成 

 
   〃  第２層協議体設置 

 協議体における検討内容（協議体で取り組んできたこと，議論してきたこと） 

 
地域情報の共有， 

課題やニーズの把握について 

・ 各地域団体における活動の情報共有・意見交換 

・ 勉強会で抽出した課題及び解決策について意見交換 

・ 地域住民の支え合いに対する意識についてアンケート調査 

 
支え合い活動について 

（見守り活動，居場所づくり，生活支援ボランティア等）

・ 北若松原自治会の支え合い組織「ＳＡＴ」の取組について周

知方法の検討 

・ 徘徊模擬訓練（平成２７年から年 1回開催）の活動報告 

 
その他 ・ 「支えあい会議」のチラシを作成し，地域住民へ周知 

  



Ⅱ 取組事例 

 【アンケート調査に併せた，地域の支え合いについての周知活動】 

�

 経 緯：  

平成３１年２月 「支えあい会議」のチラシ回覧について検討 

          チラシ・アンケート案を作成 

 令和  元年６月 チラシ配布・アンケート調査方法の検討  

    ７～８月 アンケート調査の実施 

内 容：  

・ チラシ…「支えあい会議」の概要について紹介 

 ・ アンケート…手伝える内容などについて調査 

方 法：  

・ 回覧板 

 ・ 地域のイベント（ふれあいのつどい，五若の日）で配布・記入 

 

※ 今後も必要に応じて内容を修正し，周知活動を継続予定 

 

 

 

 

 

 

 

 効果（検討中の場合は，期待する効果） 

 アンケート調査と「支えあい会議」の周知を併せて行ったことにより，支え合い活動に関心を持って

もらうことができ，「支えあい会議」への参加者の増員につながった。 

�

 【地域情報の共有】 � �

 【地域支え合いチーム 北若ＳＡＴ】        【徘徊模擬訓練】 

 

 

Ⅲ 協議体を設置して，良かったこと 

・ 各地域団体の活動について意見交換することにより，課題を共有し，解決策について様々な意見を出し合

うことができた。 

・ 周知活動に力を入れたことにより，支え合い活動について，広く地域住民への理解や関心を得ることがで

きた。 

Ⅳ 今後の方向性 

・ 今までに実施した意見交換やアンケート調査の結果から，具体的な支え合い活動について検討していく。 

・ 地域課題の優先順位を整理し，地域で対応可能なことから取り組む。 

【地域の支え合いアンケート】 

 地域住民から「認知症

について勉強したい」と

の要望があり，包括が提

案し，Ｈ２７年から年１

回実施�

 周知活動や活動報告

を行っている。�

北若松原自治会の

役員，班長で構成さ

れた，高齢者対象の

ボランティア活動に

ついて周知を行っ

た。�

【「支えあい会議」チラシ】 


